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r三田学会雑誌」80卷3号 〔1987年8月）

一 般 的 重 複 世 代 モ デ ル に お け る 競 ♦ 均 衡 の 存 在 '

— 生 産 と 非 順 序 適 好 を も つ 経 済——

塩 沢 修 平

序
重複世代経済 

実現可能集合と抽象経済 

均衡の存在 

結び

序

本稿では，価値貯蔵手段としての貨酵と生産を含む，一般的な重複世代モデルの競争均衡の存在

をゲーム論的な手法を用いてIE明する。初めに経済を定式化し，その経済に基づく抽象経済を考え

る。 そして，その抽象経済のsocial均衡の存在をHE明し，そ の social均衡が， もとの経済の競争

均衡になっていることを示す。 ここでの抽象経済には，それぞれ可算無限人から成る3 種類の主体

の集合があり，消費者，生産者およびauctioneer (競売人）に対応する。

重複世代モデルはSamuelson〔1958〕によって導入され，異時点間の交換の不完全性が競争均

衡の非最適性の原因として挙げられた。そしてその非最適性は，政府によるpaper assetの発行に

よって解消あるいは軽減され得ることが指摘されている。重複世代モデルは貨幣が価値をもつこと

を説明する最も自然なモデルであるとされ，Wallace〔1980〕などにより，貨幣均衡の分析に用い

られている。 また，財政，金融政策などについても，理想的な分析用具を提供するものと考えられ
( 1 )

ている。 しかし， これまでの重複世代モデルの多くは， Balasko=Sell〔1980〕などにみられるよう 

に， 2 期間にわたって存在する消費者からなる純粋交換経済を考え，消費者の選好に関する仮定も 

非常に制限的なものであった。 また，均衡存在のIE明方法も有限個の財および有限人の消費者から 

なる部 分 経 済 （subeconomy)の列を考え，それぞれについて競争均衡の存在を誕明し，その極限が 

もとの経済の競争均衡になっていることを示すものであるが， この方法は，各期有限人の主体が存

* 本稿での分析は，筆者が1986年にミネソタ大学（University of Minnesota) へ提出した博士論文の 

一部に基づいている。論文作成にあたりM. K. Richter教授に懇切なる御指導を受けた。またN. 

C. Yannelis, N. Wallaceなどの諸教授， そして友人諸氏からも多くの御助言を得た。勿論， あり 

得べき誤りは筆者のみに帰せられるぺきものである。

注 （1 ) Balasko = Cass ニ She ll〔1980〕，Balasko = Shell〔1981〕をも参照せよ
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在し， しかもすベての主体の生存期間に一律の上限が存在する場合に適用される。

ここで考察される重複世代経済には，各期任意の有限人の消費者および生産者が存在し，各消費

者および生産者は任意の有限期間にわたって存在するものとする。各消費者はそれぞれ異なる選好

をもち，その選好は順序づけられている必要はない。財は各期任意の有限個存在し，費用なしに保

存可能なものと保存不可能なものの双方を含み得る。価格が与えられた場合，消費者の各期の予算

* 合は，その期における財の初期保有量と，前期に貯蓄された保存可能な財の量とによって決定さ

れる。 この経済における競争均衡の存在を証明するために，実現可能集合に基づく経済を考え，そ

れに対応する抽象経済を定義する。 その抽象経済におけるsocial均衡の存在を初めに証明し， そ

れが実現可能* 合に基づく経済の競争均衡，そしてさらにもとの経済の競争均衡であることを示す。

抽象経済は，標準形ゲームに達成可能性の概念を導入して構成される。標準形ゲームにおける非

協力解の概念であるN a s h均衡は，抽象経済においてはsocial均衡へと拡張されている。social

均衡は各主体の以下のような戦略からなっている。（i)その戦略は達成可能である。（ii>他の主体の戦

略を所与とした場合， より以上の利得をもたらすような達成可能な戦略は存在しない。抽象経済は

多くの応用分野で存在！E明のための数学的用具として用いられている。 ただし抽象経済は準ゲーム

(pseudo.game)であって， ゲームではない。何故なら，主体?'の達成可能な戦略の集合は他の主

体の戦略が与えられなければ決定されず，他の主体の達成可能な戦略の集合は主体の戦略が与え
C3)

られなけれぱ決定されないからである。

Debreu〔1952〕は，有限個の財と順序づけられた選好をもつ有限人の主体から成る抽象経済を定 

式化し，social均衡の存在を証明した。Shafer=Sonnenschein〔1975〕 は，有限個の財と必ずしも 

順序づけられていない選好をもつ有限人の主体から成る抽象経済において，social均衡の存在をIE 

明した。 しかし， これらの結果を重複世代経済に直接応用することはできない。何故なら，重複世 

代経済においては，可算無限個の期間が考えられており， したがって経済全体では無限個の財と無 

限人の主体が存在するからである。Yannelis=Prabhakar〔1983〕は，無限次元の戦略* 合と，必ず 

しも順序づけられていない選好をもつ可算無限人の主体から成る抽象経済において，social均衡の 

存在を証明している。 そこにおける存在定理は， 可算無限人のauctioneerを導入する本稿のモデ 

ルに応用され得るものである。

一般に静学モデルにおいて，経済から抽象経済を構成する場合に，消費者および生産者に相当す 

る主体と市場の機能を抽象化したauctioneerに相当する主体を考え，それぞれの戦略ま合と目的 

関数を定義する。通常，auctioneerに相当する主体の戦略集合は価格単体であり， 目的関数は超 

過需要の価値和が用いられる。 しかし重複世代モデルにおいては，auctioneerに相当する主体の 

目的関数をどのように定義するかという問題が生ずる。 そこで本稿では，各期ごとに可算無限人の

(2)

注 〔2) Wilson〔1981〕は，無限期間にわたって生存する可算無限人の消費者から成り，完全資本市場をも 

つ経済を考察している。

( 3 ) 抽象経済については，例えぱ Ichiishi〔1983〕を参照せよ。
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auctioneerを導入し，それぞれが対応する期における超過需要の価値和を最大化するように行動 

するものと考える。

本稿のモデルは，重複世代経済とArrow-Debreu型経済とを結び付け，同時に， 多くの応用分 

野に，基礎的な分析用具を提供し得るものといえよう。

2 重 複 世 代 経 済

次のような重複世代経済モデルを考える。期間もズ=1,2,...において，m (り種類の財，/ ( / ) 人 

の消費者およびゾ（/)人の生産者が存在するものとする。各消費者は必ずしも順序づけられていな 

い選好をもち，それぞれ異なり得る有限期間にわたり生存するものとする。各生産者はそれぞれ異 

なり得る有限期間にわたり存在しそれぞれの目的対応（objective correspondence) に関して最適 

化行動をとるものとする。財は保存可能なものとそうでないものの双方を含み得る。

定 義 2— 1 消 費者 i の有限の存在期間を

によって表す。 ここで:T は正の整数の集合であり，それぞれの整数は期間に対JESする。

定 義 2— 2 消費者 i の消費集合を

Xi ニ Ut ル XiQ)

によって表す。 こ こでX i ( 0 は f期における消費者/ の消費集合である。

定 義 2— 3 消 費者 i の初期保有量を

Wi=IIteLi Wi (り

によって表す。 こ こ で W i(J)は t 期における消費者 i の初期保有量である。

定 義 2— 4 消 費者 i の選好対応を 

Pi: Xr^2P
(4)

によって表す。

定 義 2— 5 消 費者 i の貯蓄參合を 

Si— n  ffZ.fi SiCO

によって表す。 こ こ で & ( / )は 《期における消費者 i の貯蓄集合であり， 保存不可能な財に対応 

する成分は0 と定義される。 ま た X i乂SiミZ i を消費一貯蓄集合と呼び, そ の 要 素 0 も50ョ を  

消ま一貯蓄計画と呼ぶ。

定 義 2 ~ 6 生産者y の 存 在 期 間 を 0]こT によって表す。 C h の最初の期を f j * とする。

注 （4 ) 外部性が存在する場合にはA：が定義域となる。
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定 義 2— 7 生 産 者/の生産計画を ,列  

yj={yjC0}teOj 

とする。 ご こ で (りである。

定 義 2— 8 技術的に可能なすべての生産計画y - の 集 合 を Yjこl i tめJ Rmぐ。とする。 プを生産 

者 :/の生産集合と呼ぶ。 r 三n パ7 Y j とする。

定 參 2~^9/>={/> (1) , P (2)-}を倾格列とする。 ここで

pQOeAiO ,ゴひ）ヨ さ 1 , S/>h =  l}, J=nterJCO とする。
h=\

定 義 2— 1 0 生産者フ'の 目 的対応をGj: AX r->2^'によって表す。

各生産者は，価格が与えられると， の な か の G i に関して最大元となる生産計画を選ぶもの 

とする。G/は，例えば割引された各期の利潤の総和などによって定義されうる。

定 義 2 _ 1 1 消費者 i の t 期における生産者；についての利潤分布率をd M ) とする。 ここで 

0さ (り^ 1 , S めプ( 0 = 1 である。e"ミiite L id iiQ )とする。

定 義 2— 1 2 経済£：は

E=(JXi, Si, Wi, Pi, Gj, dij^i£i,jej

によって表される。

消費者の各期における予算集合は，その期の初期保有量と生産者からの利潤分配および前期の貯 

蓄に依存して決まる。

定 義 2— 1 3 消費者 i の経済£：に お け る 予 算 対 b i： JX  r->2^ ^ を 

di(p, y')= {zicZiIダりO i O ) + 5i( / ) 〕さ力(り〔M；i(0+ あ0 — 1)+ m a x 〔3  み/の /)⑦ 2/iO), 0〕w ぬ } 

と定義する。 ここであ(/一 り は ， 財空間の次元を合わせるために，前期に貯蓄された財に 

つ い て は が — 1 ) とおき，その他の成分は0 とおいたものである。

また，

proj biip, y~)= {XieXil <̂Xu sdeh^p) for some SieSJ 

とおく。

定 義 2— 1 4 経済五の競争均衡は[ゐ*,2//S *々] e Z X  Y X A で以下の条件を満たすものである。

(i)すべ て の /f/について る*eろi(/>* 2/*)

か つ は projゐi〔ク* ) の な か で P i に関して最大元である。

(ii)す べ て の j e jについて(/>*,!//)は が を 所 与 と し た と き に Y ) のなかでQ y に関して最大 

元である。
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( i i i ) すべて の i e T と h = h ........., m C O について，

s  o パ (り +s‘け(り〕さs  cw/(o+si^*a-i)]+E 1//*(03

経済£：の競争均衡の存在を証明するために以下の仮定を導入する。

仮定 2— 1 消 費 者:'の U L i 期における可能な消費計画の集合はi?™…の非負象限である。 した 

がって消費集合X f は非空，閉かつ凸で， さに関して下限をもつ。

仮定 2— 2 M；i(Oe int Xiit), te ム。

仮定 2— 3 P i は open lower sectionをもつ，すなわち 

Pi~^(.xd =  {veXi\Xi(. Pii.v) ] は Xi のなかで開，

かつ CO PiCxdo

仮定2— 4 Y j は非空，閉かつ凸であり，Oe Yj。

仮定2—5 YCO n [- K0] = {0}か つ つ ご ひ ）

こ こ で F(り三n  F/X),か つ F K O は 生 産 集 合 Y s の 《期における財空間への射影を示す。
がJ

仮定 2— 6 G ]は open lower sectionをもつ，すなわち

GrKyj)= Kp, y )e ^  Y\yieGjQ>, y )} は J x y  のなかで開，かつ yjも co Gjip, y~)

仮 定 2— 7 あ る te O j につい て/)(02/ズり< 0 となるようなすベてのye Y お よ び かJ につい 

て Of Gj(p, 2/ ) 。

これらの仮定から以下の結果を得る。

定理 1 仮 定2 — 1〜2 —  7 の下で，経済£•における競争均衡が存在する。

3 実 現 可 能 集 合 と 抽 象 経 済

経済五においては，消費一貯蓄集合および生産集合は一般に有界ではない。そこではじめに実現 

可能集合を考え，それに基づく経済を定義する。

定 義 3— 1 t期において以下の条件を満たす消費，貯蓄および生産計画の集合を 

X iW ’ SiXO, Y/CO と表す。

ク CO+Si^ a)〕- s  y jK O - H  S  WK/b) ̂ 0

Z i W = X K O x S iW , F/COをつれぞれ実現可能消費一貯蓄集合および実現可能生産集合と呼
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助 定 理 3— 1 Z i W お よ び F/(/)は有界であ(I)。

したがって，すべての i e lQ )およびすベての _/eゾひ）について 

X如こ int C(O.S/(Oc int C(0, Y/if)(z int C (り 

となるような ……, m a)、

が存在する。ここで

Z C 0 = X iX 0  n c (り’文i三 n  ぱ Lt ぶ(り’ j t= U i€ iぶ’

SiCf)ョS>i'Q) n C(0, Si^UteLi Siit), 5= Ilier 含iQ) 

f jC O =  1 7 (0  n a t ) ,  Y j=UteO j fjC t), f 三r u j  f j

と定義する。 そして， に基づく経済を考える。

補 助 定 理 3— 2 Z i お よ び f ゴは非空， コンバクトかつ凸である。

II明 仮 定 2 — 1, 2 - 4 , 補助定理3 — 1 , お よ び 名 と fゴの定義より明らかである。

(証明終了）

定 義 3— 2 消 費者 i の選好対応Pi: X广2文t を次のように定義する。

Pi(.xd={xie Jti\Xi=A X i'+ Cl—k)X i,0<X^l, x"iePiCxd}

定 義 3— 3 生産者；の 目 的 対 応Gj: AX Y~>2ゐを次のように定義する。

GjCP, y )=  {y/e f^j\y/=Xy/'+0.—X)yj, 0<-?^l, y/'e GjQP, y)}

定 義 3— 4 経済セを

E=QZi, Wi, Pi, ^jy Gj, dij)iei,j€j 

によって定義する。

定 義 3— 5 消 費者?'の経済ぶにおける予算対応 th: るを次のように定義する。

blip, y')=biCp, y')nZi 

また proj biQp, y) ニ [Xie sdebiQ), y) for some s,e 5 J とおく。

定 義 3— 6 経 済 ぶ の 競 争 均 衡 は{2*, 2/*,/)*} ZX  Y X J で以下の条件を満たすものである。

( i ) す べ て の i e lについて 2i*eるズ/)* ,デ ）

か つ aji* は pro jるf〔ダS 2/り の な か で 於 に 関 し て 最 大 元 で あ る 。

( i i ) す べ て の j e j に つ い て (が\ y j * ) は が = を所与としたときに t j のなかで，（5 / に関して最 

大元である。

ぶ。

注 （5 ) 証明については，例えぱDebreu〔1959〕を参照せよ。

( 6 ) この形態の選好対応についてはGale ; Mas.Collel〔1975, 1979〕を参照。

--- 42 ( 2 3 8 )----



( i i i )すべての U T と h = l , ……，w〔0 について，

S  ど〔0+5どの〕さ S  Cw；iKO+Si"*a-l)]+S y/*CO)

この経済i に基づく抽象経済を以下のように構成する。抽象経済においては， 3 種類の主体の集 

合があり，それぞれ消費者，生産者およびauctioneerに対応する。

定 義 3— 7 主 体 / ,  k l の 戦 略 集 合 を え ， 主 体 ；， k l の 戦 略 集 合 を Y j , 主 体 れ な r の 戦 略  

集 合 を と す る 。

定 義 3 _ 8 主 体 ?'の達成可能戦略対応Pi: を

^ilz, y, p] =  {zie^i I pQO IXiCO+SiCt)') < p i t ) + あ(ト 1) 〕

+ m a x 〔2  dijCOpQOyjQO, 0〕，teLt)

主 体 i の 達 成 可 能 戦 略 対 応 わ : Z X  Y X J ^ 2 Y j を 

iSfU y, p] = f j  

主 体 t の 達 成 可 能 戦 略 对 応 ル ：ク X  を

jStCs, y ,p ) = J ( 0  

と定 義 す る 。

定 義 3— 9 主 体 i の 選 好 対 応 f x  を

IL〔2, y,p'] =  {zieZi\xi^Pi(.xd}

主 休  i  の 選 好 対  i t 、7ZJ：力 を ；r / 之,： が f プ I  歹が 

主 体 t の 選 好 対 応 n t  ： Z X  を

jt£〔2’ y , p} = { p '^ d it)\ p '{ ^〔‘Tぬ) +あひ) — - あ(ト1)〕+ S  1A；.(0}

> p (j) E  CaJiCO ~5i(0— Wi(,0 ~ 5iĈ — 1)]+Xj yjCf)}}
iel J€J

定 義 3— 1 0 抽象経済厂を

= CZi, Yj, d^f), /5i, j8ゴ，目t, m, Try, ndiez,jej,ier 

と定義する。

定 義 3 - 1 1 抽象経済r の social均衡は k*,2/*,/)*]f^xfxz/で次の条件を満たすものである《

(i) ゆ  cl Mz*, y* p*], yj*efj, pXOeJCO

(ii) TCi [2*，y*’ />*] n clきi [2*, 2/*,が1 ^ 

nAz*, !/*, />*] n cl M 2*’ 2/*, P*^=<!> 

ict [2*, ?/*’ />*] n cl jSj [2*, 2/*, p̂ '\=(j)o
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4 均 衡 の 存 在

初めに抽象経済の social均衡の存在を示し，そ の social均衡が経済£ の競争均衡になってい 

ることを示す。

補 助 定 理4 _ 1 仮定 2 — 2 の下で，す べ て の [2, ? / , / > ] について， [>,/>]は非空かつ

凸である。

証 明 仮定 2 - 2 より，す べ て の (わ’ y ) について次のような不等式を満たすZ ie Z iが存在する。

(り〕 ⑦ + ぁ(/— l)〕+ m a x  C S  め(り/<り2/プ(り,0〕，teu 

故 に ?/,/>]は，す べ て の U ：y,/>；U Z > < f x z fについて非空である。 ま た Z i が凸なので 

fiiiz, y , p ] が凸なのは明白である。 （証明終了）

ネ甫助定理 4一 2 対 応 成 : Z X  ^iCz, y, />)ョcl fiiCz, y,め

は優半連続である。

証 明 t i がコンバクトであるので，対応:ルが閉であることを示せばよい（Berge〔1963〕，p .112参 

照)o

〔(之" ,デ ,ダ)〕を に お け る 点 列 で

〔(2",デ’が0〕~<(2。,が,ダ)〕か っ が f/Si〔(2"’デ’グ0〕,《= 1’2,…

となるものとする。そのとき，すべての"について

タひ)"〔iCi⑦ m+Si(/)m〕̂ ダり"〔M；i(0+ ぁ (ト 1)"〕+ m a x E  dijCOpCtyyjCty, 0〕，teLi,

となり， したがって

(り。〕さ / ( ト 1)0〕+m a x  C S  み；.(り（ぴ 2/_7.(ぴ ,0〕，ULu

となる。故に

が,ダ) 〕

したがってA は閉であり，故に優半連続である。 （誰明終了）

助 定 理 4一3 /3i, お よ び 目t は 開 の lower sectionをもつ。

証 明 ト~Kzd =  {[2, y,p'] I Xie ル〔2, y, p]}

が Z X Y X j のなかで開であることを示せぱよい。

y ' ,p 'y ] となるようなすべての i z ' , y ' , t n について，C z W ’ i O の 近 傍 j x f / X F で 

次の条件を満たすものが存在する。すなわち

す べ て の 〔2’ 2/,/0 e ^XC /X  F についてゎミきiiz, y, P)

故にク x c /x  F C ル-1(る）であり， したがってル-1(る）は ク x F x j において開である。 

^ i- K y d = tx  Y X A と ヨ タ X は ク X F X j においてつねに開である。

(誰明終了）
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補 勒 定 理 4一4 仮 定2 —  3 および2 —  6 で，m’ n j お よ び n t は 開 の lower sectionをもつ。 

証 明 仮 定 2 —  3, 2 —  6 および定義3 —  2, 3 一 9 より， m と プ が 開 のlower sectionを

もつのは明らかである。 

tz, y ,p]e7rrKp'^とする。すなわち

P '{ ^〔33<ひ) +Si (り— —ぁ(ト1 )〕一2  2/iCO} 

>  X 0  (2 CiCiC0+Si(0~M^iC0~5i(/— 1)]— 2  2/iCO}

そのとき， 〔る2/,/0の 近 傍 W ^ X C / X F で次の条件を満たすものが存在する。すなわち，すべて 

の 〔る歹, PTX C/X V"についてダ{ 2 〔iCt(/)+5ベ り 一 り 一 ぁ (ト 1)〕一2  2/f(ぴ  > ガ〔り 

E  Ca5iCO +  5iCO~M^f(/)~5f(^— 1)]— S  2/i(0)

故 に Z7X F C j r r i O Oとなり，nrKp '：> は開である。 （証明終了）

助 定 理 4一5 仮 定 2 —  3 および2 —  6 の下で， す べ て の [2,!/,/>] e ^ x f x j に つ い て Zfホ 

C0 n 心 ,y, p~], 2/y<f CO njiz, y, p) か つ が か  co ntlz, y , p ] となる。

IE 明 仮 定  2 —  3, 2 一 6 および定義 3 —  2, 3 一 9 より，Ziホ co m^z, y, />〕，yit co 冗ん z, y, p] 

となることは明らかである。

背理法を用いるため，あ る 〔Z, y’め に つ い て C0 7T{〔z, 2/,/)〕 としよう。そのとき， 

p\ enlz, y,p ) と o：i,..., a" f(0,1),S a *  =  l で， p(f)=Yja*^p^ となるものが存在する。

がe ntiz, y, p ] なので，

が( S  C jK£(0+ 5t(0~M；tC0~~Si(^— 1 )] + S  2/tCO}

>pCt) ( 2 (り+Sf ひ)— M；i(わ- ぁ〔ト 1)〕+ 2  ViCf)} 

となる。両 辺 に を 乗 じ ， について合計すると，

pCt^ { S 〔iCi(り+Sf(り一 ぁ(ト 1)〕+XI ViCO}

>p(.0 {2 (り+st(り一M；y(0— ぁ(ト 1)〕+X12/i(0}

となり，矛盾する。

故 に /)⑦ホ;T C0 JTiCz, 2/,/)〕である。 （IE明終了）

命 題 4一1 (Yannelis =Prabhakar)仮 定 2 —  1 〜 2 — 7 の下で，抽象経済においてsocial均街
C7)

が存在する。

これにより次の定理を得る。

定 理 4ー1 仮 定2 — 1〜2 —  7 の下で，経済ぶにおける鏡争均衡が存在する。

註 明 〔2*, 2/*,/)*〕を抽象経済のsocial均衡とする。cocial均衡の定義より，各消費者と生産者 

について，主体的均衡条件が満たされていることは明白である。

注 （7) HE明についてはYannelis = Prabhakar〔1983〕，p. 242を参照せよ。
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仮 定 2 —  4 および2 —  7 より 

(4-1) pK O y jK O ^O , tル jり 

となる。 したがって消費者i の 《期における予算制約式は 

(4— 2) p*Ct)Cxi*CO+Si*(0] ̂ p*COCwiCO+Si*Ct—l)^ + S 6is

となる。 これを《期におけるすべての消費者について合計すると，

(4— 3) /)*(0 S  C«i*(0+Si*CO— W iW —Si%t—1)]—p*CO S  yj*CO^0 

を得る。social均衡の定義から 

(4— 4) TTt〔2*, y*, /»*〕n きt〔2*’ y*, p*~}= ホ 

となるので，

(4— 5 ) すべての i>eAQ)について

が 2  [>i* ひ) +Si*(り 一 M；i ( 0 - を* (ト 1)〕一 2

^/>*C0 {S Ca；f*(0+5i*C0— WiCO— 1)]— 2  yj\t)]

となる。 したがってダ■■(0 =  1, />*CO =  0, kネh, h = h …, m ( 0 と な るpQfkぬ )に つ い て  

(4—6) S タ ( / )ーゅ( / )—ぁ*な〔ト 1)〕一Z  (り^ 0 

を得る。 したがって〔2* !/*,/>*〕は経済ぶの競争均衡である。 （IE明終了）

これにより定理2 —  1 のIE明が可能となる。

定 理 2— 1 の11明 経済の競争均衡が経済五の競争均衡であることを示せぱよい。〔2*, y* /)*] 

を経済ぶの競争均衡とする。定 ま に よ り 〔4一6 ) が成立する。

消費者については， が proj biCp* y * ) の な か で P i に関して最大元であることを示せばよ 

い。背理法を用いるため，a；i*が proj blip*, y* ' ) の な か で に 関 し て 最 大 元 で は な か っ た と し  

よう。すると 

(4—7) Z i= C x i,sO  ebi (/>*, 2/*), XiePiQxi*')

となるものが存在する。定 義3 —  2 より 

(4— 8) eA(a;«*)

となる。 ここで

XiCoc') =aX i -hCl —a^Xi^, 5i(o:)ョa Sf+ (1—a^Si*

と定義する。みね*, 2/*)はejであり，な ' , ゐ な の で  

(4一9) ix iia ), Si(ar))e6i(/>*, ?/*) for O ^a^l 

を得る。経済ぶにおける競争均衡の定義より 

(4一 10) iXi^, 5i*) e Z/

となる。Zi'お よ び Si'の定義より，十分小さなa について，

(4一1 1 ) (.XiQa), SiCof)) e え 

となる。（4一9 ) お よ び （4一 11) より

--- 46 ( 2 4 2 )----



(4— 12) iX iia ), Siia)') ebtCp*,が*)

となり，（4一8 ) と （4一 11) より

(4一13) a?i(a) e PiQxi*')

となる。 こ れ は Xi*が proj hi (/>*, 2/*)のなかで/ * に関して最大元であることに矛盾する。 故 

に は proj biCp*, y * ) の な か で P i に関して最大兀である。

生産者についても同後の議論が適用される。 したがって， 〔0*, 2/*,/>*〕は経済£ ：の競争均衡であ 

る。 （証明終了）

5 結 び

本稿での分析はさらに，消費者が債券を発行し相互に貧借が可能な場合，あるいは生産者が資金

調達のために債券を発行する場合などに直接拡張され得る。本稿において所与とされていた，利潤

分配率の内生的な決定も興味深い問題の一つである。 また，理論的な面では，主体の数が各期にお

いて無限で，主体の集合が測度空間によって与えられているような経済についても，本稿での分析
C8)

と基本的には同様の手法が適用され得る。JtE用面については，例えぱ住宅土地問題あるいは年金問 

題などに適用される可能性があるであろう。 それらについては今後の課題としたい。
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